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【1】--- 教員コラム第 14 弾 第 6 回「雑感：私と図書 2020」  

  看護学科・医学講座 呼吸器外科学・医療福祉工学領域 / 島田順一 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 私が学生だった頃の図書館は現在の河原町キャンパスにある古い旧図書館であった。試

験の時に友人に試験の山を教えてもらいに覗いたものだった。古い木の床がギシギシ、ギシ

ギシ音をたて非常に狭い急な階段状座席の、言い換えると非常にコンパクトな図書館であ

った。気がつけば、私が修練医になった頃には新しい現在の広小路の図書館となっていた。

日々の忙しい生活の中で、患者さんの治療のための新しい知見を得るため、「図書館に文献

を調べに行って来い」と先輩に言われて文献を探しに行ったものだった。その時ちょっと一

休みと思って机で寝てしまい、医局の症例検討会に遅れて叱られたこともあった。 

  このような私が書籍から強烈なインパクトを受けたのは、1 次出張の明石市民病院の夏休

みに旅した西表島のユースホステルで出会った漫画『迷走王ボーダー』狩撫麻礼原作であっ

た。主人公の無職の中年男の蜂須賀のなんとも言えない破天荒な生きざまが心地よく、旅か

ら日常に戻った時に本屋さんで全巻注文して未だに本棚の真ん中に並んでいる。「The Blue 



Hearts」や「Legend」（Bob Marley &The Wailers）も、よく聴くようになった。 

 次にインパクトがあった本は『人間的魅力の研究』伊藤肇氏の本であった。医者になって、

いろんなことに出会うと、やはりいろんな人がいるわけで人間学を唱える伊藤氏の「リーダ

ーはこうあるべき」という少し硬めの本だけれども、「なるほどねえ、こんな人なかなかい

ないよね」と思いながら読み始めた記憶がある。この本も手放すことなく何度も人生の節目

で読み返し読み返しで、未だに「ボーダー」の隣に並んでいる。名著である。 

 3 冊目は「失敗の本質」野中郁次郎氏である。この著書では失敗から何らかの教訓をデー

タや事実に基づいて分析して対処するという能力が日本人は欠けてきたのではないかとい

う反省を込めて日本人の組織論として書かれていると思う。「日本人にありがちな」が満載

である。私自身は、企業経営しているわけではないのであったが、外科医として自分の医療

の中で手術を担当するにあたり、日々の診療の中で、1 日が終わる時に．こうしたほうが良

かったか、ああしたほうが良かったか、と反省している。手術の場合は手術のスケッチをし

ながら具体的に次にどうするのかを考え自省するのに、とても参考になる本であった。この

小さな文庫本も、ボロボロになって色あせているが、「ボーダー」の隣にまだ並んでいる。 

 今まで司馬遼太郎や山岡荘八やその他の様々な作家の小説で歴史浪漫の世界に遊ばせて

もらい、『エッセイ』いわゆる読み物なども、こんなセンス・視点もあるのかなと楽しませ

てもらってきた。書籍は自分以外の人間の知識と経験のまさに凝縮された人類であればこ

その賜物であり、学びの大きな糧であることはなんら変わらぬ真理だろう。 

 最近の 2020 年時点での様々な IoT 技術の進化の結果、この書籍も大きな変化を遂げてき

ている。私も今年になって電子書籍のキンドルを使い始めた。本を読んでも、本棚が要らな

いのである。そういえば、医学文献も、いまや主だった医学雑誌は、すべて PDF でダウン

ロードできるように思う。書籍、論文の内容を即時に探し出して読み、読むだけではなく活

用するには非常に有利であるかもしれない。IoT の技術の進化で様々な行動変容がもたらさ

れてきている。テレビも、2019 年に広告料収入の主座をインターネットの世界に譲ったこ

とから、インターネット上の TikTok や YouTube の隆盛を無視できない状況になってきてい

る。 

 さて、そもそも、図書ってなんだろう。ネット検索のブリタニカ国際大百科事典 小項目

事典の解説では、「(1) 河図 (かと) 洛書の略称。中国古代に黄河と洛水のなかから出現した

といわれる神秘的な図で，天地の理法を象徴しているともいわれる。『易』繋辞上伝に「河，

図を出し，洛，書を出し，聖人之に則 (のっと) る」と、たちどころに出てきた。古代中国

に根差した歴史ある言の葉であった。 

 さて多くの図書を書架に蓄えて、そして学生や教官が静かに知と向き合う空間としての

図書館の価値は今後どうなるのだろう．電子書籍は目的とする書籍があらかじめ決まって

いる場合には、その情報に出会う時間的空間的効率性で圧倒的に勝るのである。「モノ」と

しての本の語りかけてくる図書館という空間は、目的意識のない場合の書籍やある意味で

は人との交流スペースにもなるのではないだろうか。人生、目的があって行動するだけでは



ないだろう。効率的＝善とも限らないのかもしれない。ただ、空間の維持には、誰のために、

何の目的に、どの程度のコストが必須なのかも含め、図書の本質が、30 年前から聊か変容

しているのかもしれない。 

 西表島のユースの小さな本棚に「迷走王ボーダー」がいなければ、私の人生も「迷走」し

ていなかったのかもしれない。運命。出会いは不思議である。 

 今も「ボーダー」達は、私の本棚の真ん中にいる。そしてずっといるだろう。「本のある

空間としての図書館の大局的な意義」を今一度考えつつ、図書館で微睡めば、また、新たな

「迷走」と出会えるかもしれない。 

 

※過去の教員コラムは、こちらです。  
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【2】--- 国試対策用にセミナー室を開室します 

……………………………………………………………………………………………… 

  

 図書館は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開館制限中ですが、11/18 から国家試

験対策用として、セミナー室を貸出しています。 

 ・医学科 6 年生、看護学科 4 年生対象 

 ・5 名以内 

 ・当日のみ受付。予約不可。 

 ※セミナー室 1 とセミナー室 2 を一部屋にしています。換気を行い、ソーシャルディス

タンスを保ってご利用ください。 
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【3】--- 研究社オンライン辞書検索サービストライアル中 

……………………………………………………………………………………………… 

 

研究社の 17 辞典+オプション 5 辞書をインターネットで一括検索できます。 

 

◆アクセス先：https://kod.kenkyusha.co.jp/service/  

 KOD トップ画面の右上「検索ページ」をクリックすると ID/パスワード入力画面が表示さ

れます。ID/パスワードはパスワード一覧に掲載しています。 

 ※一覧を開くにはパスワードが必要です。図書館(内 9400)へお問合せください。 

◆トライアル期間：2021/1/31(日)まで 

https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mailnews.html
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/riyou/covid-19.html
https://kod.kenkyusha.co.jp/service/
http://www.f.kpu-m.ac.jp/k/library/OJ/OJpassword.pdf


◆辞書種類： 

 ・新英和中辞典・新和英中辞典・ルミナス英和辞典・ルミナス和英辞典・リーダーズプラ

ス・リーダーズ英和辞典・新英和大辞典・新和英大辞典・新編英和活用大辞典・理化学英和

辞典・ビジネス英和辞典・総合ビジネス英語文例事典・カタカナで引くスペリング辞典・英

和コンピューター用語辞典・日本語表現活用辞典・類義語使い分け辞典・医学英和辞典・

Oxford Advanced Leamer's Dictionary・羅和辞典・英米法律語辞典・新カトリック大事典・羅

和辞典/和羅辞典 
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【4】--- 【予告】図書館システム停止のお知らせ（12/9 水 9:00～12:00） 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 図書館システムのメンテナンス作業のため、以下の時間帯にマイライブラリ等が停止し

ます。ご不便をおかけしますがご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

◆停止時間：2020/12/9(水) 9:00～12:00 頃 ※予定 

◆停止するサービス：OPAC・マイライブラリ  
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【5】--- 「チャリボン 10％UP キャンペーン中！」 

KPUM 図書館サポートプロジェクト古本募金 

……………………………………………………………………………………………… 

 

「KPUM 図書館サポートプロジェクト 古本募金」で査定アップのキャンペーンを実施して

います。年末にお部屋のクリーンアップを兼ねて、本の整理はいかがでしょうか。 

 

<チャリボンキャンペーン>  

◆期間：2020/11/16(月)～12/31(木) 

◆査定率：通常査定時の 10%アップ 

◆方法：大学内に設置している回収箱か、集荷にて御寄附ください。 

◆寄付になる本：①2011 年以降に出版された本、CD、DVD / 書き損じはがき 

           ②ISBN がついている本  

 ※一部専門書は出版年に関わらず値がつく場合がございます。お試し査定で、事前に査定

可能な本が仕分けできます。  

https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mylibrary.html
https://www.charibon.jp/donation/action.cgi?id=178
https://www.valuebooks.jp/estimate/guide?utm_source=charibon&utm_medium=referral&utm_campaign=valuebooks-otameshisatei


詳しくはホームページをご覧ください。   

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

「KPUM 図書館サポートプロジェクト古本募金」は皆様からいただく私物の書籍や DVD な

どを所定の方法で売却しその査定額を大学にご寄付いただく、本を使った募金活動です。 
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[Book Review] 

……………………………………………………………………………………………… 

 

なだいなだ著 「TN 君の伝記」(福音館書店 1976 年) 

 

 著者のなだいなだ氏は医師でもあり、本名は堀内秀という。TN 君(名前は明かされない)

の医師がたまたま堀内という名だったらしい。余命を宣告してしまう場面にもユーモアが

混じる。おかげで「一年半有」と「続一年半有」という名著が生まれた。 

 TN 君は語る。“より自由になるということは、より進歩することではない。より文明開化

することではない。ひとりひとりが、より自己に目覚めることだ。だれもたよりにせず、だ

れに支配もされずに生きることに目覚めることだ。” 

  世の中がいっぺんに変わり、3 か月先さえ読めない今、明治という曲がり角を生きた TN

君の思想や陰日向の活動は、未来をほんのり灯す希望に感じられた。(C.H) 

（京都府立図書館所蔵 K-Libnet でも貸出が可能です。） 

 

         KPUM Library Booklog：http://booklog.jp/users/kpumlib  

       この本のページ：https://booklog.jp/item/1/4834018849  

 

……………………………………………………………………………………………… 
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     (図書館メール News のバックナンバーはこちらから↓) 
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https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/sougouannai/kifu1803/huruhon/huruhontop.html
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/k-libnet.html
http://booklog.jp/users/kpumlib
https://booklog.jp/item/1/4834018849
mailto:library@koto.kpu-m.ac.jp
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